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執
筆
者
紹
介

厳 

善
平 

Yan Shanping

同
志
社
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

研
究
科
教
授
、
天
津
理
工
大
学
客
員
教
授
。
中
国
経

済
論
、
開
発
経
済
学
、
農
業
経
済
学
。『
二
〇
二
〇

年
に
挑
む
中
国
│
超
大
国
の
ゆ
く
え
』（
共
著
）『
中

国
農
民
工
の
調
査
研
究
│
上
海
市
・
珠
江
デ
ル
タ
に

お
け
る
農
民
工
の
就
業
・
賃
金
・
暮
ら
し
』『
農
村

か
ら
都
市
へ
│
一
億
三
〇
〇
〇
万
人
の
農
民
大
移

動
』

堀
口 

正 
H

origuchi Tadashi

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
生
活

科
学
研
究
科
教
授
。
中
国
経
済
、
農
村
開
発
、
生
活

改
善
。『
中
国
経
済
論
』『
周
縁
か
ら
の
市
場
経
済
化

│
中
国
農
村
企
業
の
勃
興
と
そ
の
展
開
過
程
』『
世

界
に
広
が
る
農
村
生
活
改
善
│
日
本
か
ら
中
国
・
ア

フ
リ
カ
・
中
南
米
へ
』（
共
著
）

原
田
忠
直 

H
arata Tadanao

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
日
本
福
祉
大
学
経
済
学
部
准

教
授
。
中
国
経
済
。「
中
国
に
お
け
る
農
地
の
「
集

団
所
有
」と「
包
」に
つ
い
て
の
一
考
察
」「
中
国
に
お

け
る
市
場
の「
自
由
」と「
包
」に
つ
い
て
の
一
考
察
」

「「
包
」の「
特
殊
性
」か
ら
読
み
解
く「
中
国
経
済
の

シ
ェ
ー
マ
」│
柏
祐
賢
と
加
藤
弘
之
が
探
し
求
め
た

中
国
研
究
の
核
心
」

川
村
潤
子 

K
awam

ura Junko

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
。
労
働
力
移
動
問
題
。「
民
工
子
弟
学
校
・
友
誼

学
校
の
歴
史
・
存
在
意
義
│
公
立
学
校
の
門
戸
が
開

か
れ
る
中
で
、
な
ぜ
農
民
工
た
ち
は
今
で
も
民
工
子

弟
学
校
に
通
う
の
か
」「
農
民
工
は
親
の
介
護
を
契

機
に
再
び
動
き
出
す
の
か
│
中
国
Ｚ
省
Ｈ
市
“
Ｙ
学

校
”
に
お
け
る
調
査
結
果
よ
り
」「
日
中
の
比
較
か

ら
み
る
「
学
校
教
育
」
の
捉
え
方
と
「
社
会
で
学
ぶ
」

意
義
に
つ
い
て
│
日
中
の
中
・
高
生
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り
」

馬 
欣
欣 

M
a X

inxin
富
山
大
学
学
術
研
究
部
社
会
科
学
系
准
教
授
。
中
国

経
済
論
、
労
働
経
済
学
。Econom

ic Transition and 
Labor M

arket R
eform

 in China

『
中
国
の
公
的
医

療
保
険
制
度
の
改
革
』“Labor M

arket Seg m
en ta-

tion by Industry Sectors and W
age G

aps between 
M

igrants and L
ocal U

rban R
esidents in U

rban 
C

hina

”

西
野
真
由 

N
ishino M

ayu

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
准
教
授
。
中
国
経
済
、

農
業
経
済
。「
中
国
に
お
け
る
研
修
生
派
遣
企
業
に

関
す
る
一
考
察
│
中
国
山
東
省
青
島
市
の
事
例
よ

り
」「
山
西
省
に
お
け
る
「
生
態
移
民
」に
よ
る
生
活

の
変
化
と
課
題
│
山
西
省
呂
梁
市
中
陽
県
の
事
例
よ

り
」

寳
劔
久
俊 

H
oken H

isatoshi

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
国
際
学
部
教

授
。
中
国
経
済
論
、
開
発
経
済
学
。『
産
業
化
す
る

中
国
農
業
│
食
料
問
題
か
ら
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
』

“M
easuring the E

ffect of A
gricultural C

o op er a-
tives on H

ousehold Incom
e

”（
共
著
）「
中
国
農
民

専
業
合
作
社
の
経
済
効
果
の
実
証
分
析
」（
共
著
）

謝 

新
梅 

X
ie X

inm
ei

長
沙
理
工
大
学
経
済
与
管
理
学
院
講
師
。
農
業
経

済
。「
日
中
有
機
農
業
経
営
の
経
営
実
態
及
び
意
識

比
較
研
究
」

楊 

常
宝 

Yang C
hangbao

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
民
族
学
・
社
会
学
学
院
准
教
授
。

文
化
人
類
学
、
民
族
社
会
問
題
研
究
。「
高
等
教
育

産
業
化
以
降
の
中
国
に
お
け
る
農
家
収
入
と
大
学
生

の
教
育
費
負
担
問
題
」「
中
国
に
お
け
る
戸
籍
制
度

一
元
化
改
革
へ
の
挑
戦
」「
国
民
の
基
本
的
な
権
利

を
農
民
に
譲
れ
│
現
代
中
国
農
民
の
差
別
問
題
」

齋
藤
幸
則 

Saito Yukinori

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
桃
山
学
院
大
学
経
済
学
部
兼

任
講
師
。
中
国
経
済
、
在
中
日
系
企
業
に
お
け
る
経
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予
告（
21
年
3
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎

家
族
の
諸
相

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
都
市
化
の
進
展

に
伴
い
、
中
国
の
家
族
形
態
は
伝
統
的
な
「
三

世
代
同
居
」
か
ら
核
家
族
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
一
人
っ
子
政
策
の
実
施
は
、
子
供

一
人
を
両
親
と
四
人
の
祖
父
母
が
世
話
す
る

「
四
・
二
・
一
」
を
一
般
化
し
、
同
時
に
、
高
齢

化
の
加
速
化
は
、
伝
統
的
な
「
孝
」
文
化
に
支

え
ら
れ
た
家
族
扶
養
の
維
持
を
困
難
に
し
て
い

る
。家
族
機
能
が
変
容
す
る
現
在
、「
生
老
病
死
」

に
お
い
て
生
じ
る
ケ
ア
の
関
係
は
、
親
密
性
の

世
界
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
。

　
市
場
化
の
進
展
に
伴
っ
て
地
域
共
同
体
の
機

能
が
弱
ま
り
、
社
会
の
「
個
人
化
」
が
急
速
に

進
む
な
か
、
晩
婚
化
、
未
婚
化
、
デ
ィ
ン
ク
ス

化
の
現
象
が
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

女
性
の
社
会
進
出
や
「
個
人
化
」
の
進
展
は
伝

統
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
、
民
族
的
多
様
性
を
呈
す

る
家
族
問
題
を
少
数
民
族
の
視
点
か
ら
ど
の
よ

う
に
捉
え
れ
ば
い
い
の
か
。

　
本
号
で
は
、
劇
変
す
る
中
国
「
家
族
」
の
諸

相
を
、
現
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
視
点

か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
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営
問
題
。「
中
国
に
お
け
る
日
系
企
業
の
債
権
回
収

問
題
に
関
す
る
事
例
分
析
│
情
報
の
非
対
称
性
の
観

点
か
ら
」（
共
著
）「
中
国
進
出
日
系
企
業
に
お
け
る

経
営
現
地
化
の
現
状
と
課
題
」（
共
著
）「
日
系
企
業

海
外
子
会
社
に
お
け
る
不
正
問
題
の
実
態
と
課
題
│

中
国
進
出
日
系
企
業
の
事
例
研
究
」（
共
著
）

日
野
み
ど
り 

H
ino M

idori

愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
。
現
代
中

国
社
会
論
、香
港
・
華
南
研
究
、食
文
化
研
究
。『
新
・

図
説 

中
国
近
現
代
史
』（
共
著
）『
働
き
女
子
＠
台
湾

│
日
本
統
治
期
の
水
脈
』（
翻
訳
）“A

 H
istory of 

Saim
in  Soup N

oodle in H
aw

aii: E
thnic M

arker 
or Local Identity?

”

黄 

潔 
H

uang Jie

一
九
八
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
研
究
員
。
民
俗
学
・
文
化

人
類
学
。「
中
国
南
部
に
お
け
る
ト
ン
族
の
親
族
組

織
の
再
考
」「
こ
の
世
と
あ
の
世
を
つ
な
ぐ
も
う
ひ

と
つ
の
橋
│
ト
ン
族
の
「
橋
架
けav jiuc

」
習
俗
を

め
ぐ
る
霊
魂
観
か
ら
」「
政
策
移
動
に
関
す
る
村
落

の
風
水
伝
説
と
実
践
│
近
現
代
中
国
に
お
け
る
ト
ン

族
の
事
例
か
ら
」

三
好 

章 
M

iyoshi A
kira

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
代
史
、
中
華
人
民
共
和
国
教
育
史
。

『
ア
ジ
ア
を
見
る
眼
│
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
研
究
』

（
編
著
）『
真
宗
大
谷
派
淨
圓
寺
所
蔵
藤
井
靜
宣
関
連

資
料 

目
録
と
解
説
』（
監
修
）『
中
国
21
』
Vol
・
48 

特

集
：
い
ま
さ
ら
文
革
、
い
ま
な
お
文
革
、
い
ま
こ
そ

文
革（
特
集
担
当
）

金 

湛 
Jin Z

han

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
農
業
経
済
・
農
村
社
会
。「
内
モ
ン
ゴ
ル

に
お
け
る
地
域
間
格
差
の
拡
大
に
関
す
る
一
考
察
│

固
定
資
産
投
資
の
傾
斜
配
分
と
労
働
生
産
性
の
変
化

を
視
点
と
し
て
」『
経
済
成
長
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と

地
域
格
差
』（
共
著
）「
中
国
山
間
地
域
に
お
け
る
労

働
力
の
流
出
と
農
業
経
営
へ
の
影
響
│
湖
北
省
麻
城

市
の
事
例
」

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
二
〇
年
四
月
〜
二
〇
二
〇
年
八
月
）

砂
山
幸
雄

　「（
動
向
）二
〇
一
九
年
の
思
想
」（
中
国
研
究
所
編

『
中
国
年
鑑
』中
国
研
究
所
、二
〇
二
〇
年
五
月
）
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編
集
後
記
│
│
中
国
の
農
村
と
言
え
ば
、
停
滞
、
貧
困
、
格
差
が
連

想
さ
れ
る
。
近
年
、
中
国
社
会
は
従
来
の
都
市
、
農
村
の
二
元
的
構

造
か
ら
よ
り
複
雑
な
多
元
的
構
造
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
戸
籍
制
度

に
縛
ら
れ
た
「
農
民
階
級
」
は
か
つ
て
な
い
高
い
流
動
性
と
速
い
速

度
で
階
層
分
化
が
進
ん
で
い
る
。
一
九
七
八
年
か
ら
、
四
十
年
以
上

の
時
間
が
経
ち
、
中
国
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
し
か
し
、
三
農
問
題

は
根
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。
◇
こ
れ
ま
で
、
農
業
生
産
性

の
問
題
、
あ
る
い
は
農
民
の
貧
困
や
格
差
の
問
題
が
強
調
さ
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
表
面
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
。
中
国
の
農

業
は
ア
メ
リ
カ
的
な
大
規
模
化
生
産
を
目
指
す
べ
き
か
、
日
韓
の
よ

う
な
高
付
加
価
値
化
の
生
産
を
目
指
す
べ
き
か
は
、
問
題
解
決
の
カ

ギ
に
は
な
ら
な
い
。
三
農
問
題
の
核
心
は
長
い
間
農
村
と
農
業
に
縛

ら
れ
た
農
民
と
都
市
住
民
の
間
に
固
定
化
さ
れ
た
不
平
等
と
対
立
で

あ
る
。
解
決
す
る
に
は
旧
制
度
の
撤
廃
と
意
識
の
変
化
が
求
め
ら
れ

る
。
敷
衍
す
れ
ば
中
国
社
会
に
お
け
る
自
由
、
平
等
、
正
義
、
尊

厳
、
権
利
、
責
任
、
義
務
の
確
立
と
普
及
、
い
わ
ゆ
る
市
民
社
会
に

対
す
る
目
覚
め
と
も
い
え
よ
う
。
◇
今
回
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

短
い
準
備
期
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
執
筆
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
協
力
の
下
に
本
号
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
一
般
投
稿
の
楊
常
宝
と
川
村
潤
子
両
氏
の
論
考

を
査
読
し
た
結
果
、
本
特
集
の
テ
ー
マ
に
沿
う
内
容
で
あ
っ
た
た
め

特
集
の
論
説
と
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
各
地
で
猛
威

を
振
る
う
な
か
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
直
前
の
座
談
会
開

催
、
隔
離
や
自
粛
が
実
施
さ
れ
、
現
地
調
査
に
も
行
け
ず
、
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
遠
隔
授
業
の
準
備
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し

な
が
ら
執
筆
し
て
く
れ
た
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
固

い
信
念
を
持
ち
、
明
る
い
未
来
を
目
指
す
人
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

苦
難
は
な
い
、
と
す
べ
て
の
読
者
に
改
め
て
伝
え
た
い
。 （
金 

湛
）


